
平成３０年度『品川区学力定着度調査』の結果から明らかになった課題 
 
 
（１）各教科の定着状況についての概要 

①調査結果の様子（調査の目標値と比べた本校の評価）  

○目標を上回っている ≒同程度 ▼下回っている 

 観点 

 国語への関心 

意欲・態度 
話す・聞く能力 書く能力 読む能力 

言語についての 

知識・理解・技能 

２年 ○ ○ ▼ ○ ○ 
３年 ○ ○ ○ ○ ○ 
４年 ≒ ≒ ▼ ○ ≒ 
５年 ○ ○ ○ ○ ○ 

６年 ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ 

②国語科における成果 

 ○話を聞くことに関しては、概ね良好です。 

 ○言語の学習や読むこと関しては、概ね良好です。 

（学校の取組） 

 ・月・火・木の掃除後に「はげみの時間」として１５分間の習熟の時間を設けています。漢

字などの学習をその時間に行うことで、言語についての知識・理解・技能の力を養ってい

ます。また、普段の国語の授業を漢字学習の時間ばかりに取られないので、読み取る力も

効果的に養うことができます。 

 ・金曜日の掃除後は「読書の時間」として、１５分間の読書活動に取り組んでいます。また、

「読書貯金箱」や「学校校長賞」などを設置し、読書活動の充実を図っています。 

以上の取組の成果が、今回の調査でも見られたと考えています。引き続き取組を継続して行

い、学力の定着を目指します。 

（２） 具体的な課題 

○昨年度と比べて、基礎・活用ともに正答率が下がっています。特に活用に関しては、経年

比較で全ての学年が１０％程度下がっています。 

○漢字の理解に関しては、学年によって差があります。多くの学年で良好ですが、４年と６

年は課題があります。 

○「書くこと」の領域は、課題が多いです。具体的には、文章を構成する力、工夫したり分

かりやすくしたりして表現する力、適切な長さで文章を書く力などです。 

（３）課題の原因として考えられること 

   ・学習習慣が身に付いているかどうかによって、漢字の定着度の差が生まれていると考えら

れます。また、低学年からの積み上げが上手くいっていなかったと考えらます。 

   ・「書くこと」に関しては、書き慣れていないことと、書くことの指導が段階的にされてい

ないと考えられます。 

（４） 課題解決のための方策 

   ・はげみの時間などを活用して、引き続き漢字の学習を積み重ねます。また、グループで漢

字学習に取り組ませるなど、児童が意欲的に漢字学習に取り組めるような指導の工夫をし

ていきます。習った漢字を作文指導や、全教科のノート指導時になるべく使う・使わせる

ことを意識して定着を図ります。 

   ・「始め」「中」「終わり」の構成で文章を書く機会を増やします。また、説明的な文章を学

習する時には、文章構成図などを活用して文章の組み立ての理解を深め、書くことにつな

げていきます。 

（５）次年度の数値目標 

各学年、観点別正答率が区の平均正答率を上回ることを目標とします。  

国語 

 

 

 

 



 

（１） 各教科の定着状況についての概要 

① 調査結果の様子（調査の目標値と比べた本校の評価）  

○目標を上回っている ≒同程度 ▼下回っている 

 観点 

 社会的事象への関
心意欲態度 

社会的な思考判断
表現 

観察資料活用の能
力 

社会的事象につい
ての知識・理解 

４年 ≒ ≒ ≒ ≒ 

５年 ≒ ≒ ≒ ≒ 

６年 ▼ ▼ ▼ ▼ 

②社会における成果 

○４、５年生は学習した事項をおおむね理解できています。また、前学年に学習した事項を活用

することもおおむねできています。 

○６年生は学習した事項の理解が目標値を下回っています。前学年までに学習した事項の復習を

行っていく必要があります。 

（学校の取組） 

・地図の読み取りに必要な知識（八方位や地図記号、等高線など）をその都度確認し、基礎的な

知識を定着できるようにしています。 

・商店街や清掃工場など、様々な施設の見学では、設備の役割を確認してから見学に臨むことで、

施設の役割に対する児童の興味関心を高めています。 

・児童が実感をもって学習に取り組めるように、ICT機器や映像資料を活用し、授業を工夫して

います。 

以上の取組の成果が今回の調査でも見られたと考えています。引き続き取組を継続して行い、

学力の定着を目指します。 

（２） 具体的な課題 

○グラフや表、地図、年表から読み取ったことを文章で説明することに課題があります。 

○複数の資料を読み取って、自分の考えを表現することに課題があります。 

○身近ではない社会的事象に対しては、関心が薄く、知識・理解の定着に課題が見られます。 

○昨年度と比較して、表現力の問題の正答率が低下しています。 

（３） 課題の原因として考えられること 

・与えられた情報を読み取り、それに対しての自分の考えを表現する指導の工夫が足りなかった

と考えられます。 

・身近でない社会的事象を扱うようになる高学年では、抽象的な知識について、様々な社会的事

象同士のつながりを考えさせながら理解の定着を図る指導の工夫が足りなかったと考えられ

ます。 

（４） 課題解決のための方策 

・資料の読み取り方をきちんと指導し、「わかったこと」「疑問に思ったこと」を書きださせるこ

とで主体的に考える態度を育てます。 

・毎時間の学習課題に対する答えを自分の力でまとめさせることで、自分の考えを書いてまとめ

る指導をしていきます。 

・各学年で基礎的な資料を読み取り考えを書く時間を設定して、表現する力の育成を図っていき

ます。具体的には、絵図など前学年までに行った種類の資料に関しても復習し活用能力の定着

を図ることや複数の資料を結びつけて結論を導き出すことを行っていきます。 

・既習の社会的事象で関連している事象から関連付けて考えさせる学習を行い、様々な社会的事

象がつながりをもって成り立っていることを実感させます。その上で、他の社会的事象同士の

つながりについても見付ける指導を行います。 

※以上の取組について、年度末に校内で自己評価を行います。 

（５） 次年度の数値目標 

各学年、観点別正答率が区の平均正答率を上回ることを目標とします。特に課題である資料活

用の技能は重点目標とします。 

社会 

 

 

 

 



 

 

（１）各教科の定着状況についての概要 

①調査結果の様子（調査の目標値と比べた本校の評価）  

 ○目標を上回っている ≒同程度▼下回っている 

 観点 

 算数への関心意

欲態度 

数学的な考え方 数量や図形につ

いての技能 

数量や図形につ

いての知識・理解 

２年 ○ ○ ○ ○ 

３年 ○ ○ ○ ○ 

４年 ○ ○ ○ ○ 

５年 ○ ○ ○ ○ 

６年 ▼ ○ ○ ○ 

②算数における成果 

○各学年、「数と計算」領域の計算問題は昨年度よりも正答率が上がっています。 

○数量関係領域（３、４、５、６年）の正答率は昨年度よりも上がっています。 

  ○量と測定領域は昨年度よりも正答率が上がっています。 

（学校の取組） 

・はげみ学習…火・水・金の朝の１５分間を「はげみ学習」に設定し、年間計画に基づき計算練

習を中心とした学習を行っています。学習支援ボランティアにも支援をしていただき、基礎基

本の定着を図っています。 

・算数習熟度別学習…３年生～６年生は、習熟度別に１学級２展開、２学級３展開で実施してい

ます。グループ分けの方法を効果的に変えながら個に応じた指導を進めています。 

・ステップアップ学習…５、６年生は、月２回金曜日の「ステップアップ学習」の時間に算数を

学習しています。学力のレベルアップを目指し、担任、専科教員、区費講師、学習支援ボラン

ティアを活用して、個に応じた指導を行っています。 

以上の取組の成果が今回の調査でも見られたと考えています。 

（２）具体的な課題 

○文章問題を解くための立式に課題があります。 

○図形の特長や性質の理解に課題があります。 

○四則混合計算の理解に課題があります。 

（３）課題の原因として考えられること 

・問題文の中から与えられた情報を読み取ることができていないことが原因と考えられます。 

・図形の特長や性質の理解では、作図など活用する場面で理解の定着が不十分であることが原 

因と考えられます。 

（４）課題解決のための方策 

・授業では、教え込み中心ではなく、児童が自分の力で解決する時間を確保する授業展開を工 

夫します。 

・文章問題では問題文の中で「分かっていること」「聞かれていること」に下線を引き、そ

こから図を書いたり、数直線に表したりして立式するように授業で指導をします。 

・図形の単元では図形の特長を定着させるために、作図の指導の時間を確保して指導します。 

・「はげみ学習」は本校の特色であり、また、効果も見られています。朝はげみの時間を利用し 

て計算問題の反復練習を行い、計算のきまりを定着させるとともに、計算間違いなどのミス 

がないように指導を継続していきます。 

※以上の取組について、年度末に校内で自己評価を行います。 

（５）次年度の数値目標 

各学年、観点別正答率が区の平均正答率を上回ることを目標とする。特に課題である数学的な

考え方は重点目標とします。 

算数 

 

 

 

 



  

 

（１）各教科の定着状況についての概要 

①調査結果の様子（調査の目標値と比べた本校の評価）  

 ○目標を上回っている ≒同程度▼下回っている 

 観点 

 自然事象への関

心意欲態度 

科学的な思考判

断表現 

観察実験の能力 自然事象につい

ての知識・理解 

４年 ≒ ≒ ≒   ≒ 

５年 ≒ ≒ ≒ ≒ 

６年 ▼ ▼ ▼ ▼ 

②理科における成果 

 ○観察の連続性を確保し、動植物の変化に対応した学習を行ったり、観察する時間をしっか

りと確保したりすることで科学的な思考・表現、観察・実験の技能、自然事象についての

知識理解の正答率が上昇しています。 

 ○昨年度と比べて基礎・活用の問題ともに正答率が上昇しています。 

（２）具体的な課題 

○エネルギー領域における電流のはたらきに関しての定着に課題が見られます。 

○生命領域における動物の成長、１年間の動植物の様子に関しての定着に課題が見られます。 

○１年間を通じて観察する学習事項に関しての定着に課題が見られます。 

（３）課題の原因として考えられること 

観察・実験を行う際に何を調べるために観察・実験を行うのか、という目的意識が明確にとら

えられていなかったことが考えられます。 

具体的に体験したり、調べたりできない事象の理解を扱うようになる高学年については、観察・

実験結果と目的・条件の変化を関連付けてまとめる活動が不足していたことが考えられます。 

（４） 課題解決のための方策 

・毎時間のめあてを児童明確にもたせるとともに、児童の関心意欲を高めるために次の方策を工

夫します。 

・子どもたちが学校で観察する時間をしっかりと確保します。植物に関しては成長と観察の

時期が合致するような栽培計画をたて、観察の連続性を確保し、動植物の変化に対応した

学習を行い定着を図ります。時期に合わせた観察を行わせ、知識・理解としての定着を図

ります。動物に関してはＩＣＴ機器によって子どもたち全員が見ることにより子どもたち

が学習してきたことの定着、共有化を図ります。 

・地域がら生き物を多く見られる環境にはあまりないが、飼育・栽培経験を積ませていきま

す。 

・目に見えないことを、条件の変化と結果の変化に着目して比べていく学習を展開していき

ます。観察・実験を伴う学習を行う時は、複数回検証実験を行うことで観察・実験結果と

条件設定の変化について、子どもたちが納得をして知識として定着できるようにしていき

ます。また、観察ができない人体についてはビデオ教材やＩＣＴ機器によって観察し、定

着を図っていきます。 

・毎時間の振り返りや各単元のまとめで、既習事項のつながりを考えさせながら、自分の考えを

書いてまとめたり、整合性のある語句を当てはめてまとめたりする指導を工夫していきます。 

※以上の取組について、年度末に校内で自己評価を行います。 

（５） 次年度の数値目標 

各学年、観点別正答率が区の平均正答率を上回ることを目標とします。 

理科 

 

 

 

 


